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●ロータリー財団寄付年間目標１人 150 ドル 〔8400 ドル〕　　　2/7　106,000円 今期累計304,000 円
●米山記念特別寄附年間目標 1人 16,000 円 〔896,000 円〕 2/7　 89,000 円 今期累計323,000 円

●会員数55名　●2/14例会出席率46.81%
●1/31例会修正出席率78.00%　(修正前64.00%)
●出席22名　●免除者出席11名　●欠席33名

2/7 第1 IMリハーサル　2/14　第2 合同例会
2/21 第 3 会員卓話　　2/28　第 4 卓　話　

≪2 月の例会スケジュール≫

言行はこれに照らしてから

一、真実かどうか

二、みんなに公平か

三、好意と友情を

　　　　　　深めるか

四、みんなのために

　　　　なるかどうか

2016 ～ 2017 年度長崎西ロータリークラブ週報 平成29 年 2 月 14 日
第 1527 回例会　No29

●会員数 ・ 期首55 名 ・ 入会 1 名 ・ 退会 1 名 ・ 現在 55 名　　●ロータリーレート 1/1 ～ 116 円 ＮＥＷ

四つのテスト 長崎みなとＲＣ　内野　博会員
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ＳＡＡ司会　山口圭一委員長

長崎みなとロータリークラブ ・ 長崎西ロータリークラブ合同例会

■北口功幸さん　①ＩＭのご協力ありがとうございました。②長崎県誰もが働きやすい職場企業表彰を受けま

　　　　　　　　した。「亀山電機はブラック企業」ではありません。

■深堀俊一さん IM 懇親会、無事盛況に終わりました。皆様ご協力に深く感謝申し上げます。

　　　　　　　　100 冊の本も完売しました。

■島田靖彦さん　西クラブホストのＩＭに欠席して申し訳ありません。事務局の中田さんのメールやＮＣＣ

　　　　　　　　ＴＶ放送で、盛会の内に終了したことをお喜び申し上げます。

■江上徹也さん　ＩＭの成功を祝して。みなとＲＣの皆様、来年頑張って下さい。

■日髙豊久さん　みなとＲＣの皆さんもお久しぶりです。そしてＩＭも無事終わり、お疲れ様でした。

■水本由幸さん　長崎みなとＲＣ様、ＩＭのコ・ホストクラブお疲れ様でした。合同例会を祝して。

■三田光雄さん　長崎みなとＲＣとのますます交流が深くなりますように！！

■西　義光さん　合同例会を祝して。

ニコニコ箱・目標1,500,000円 2/14　24,000円　ニコbox　8,690円　累計  844830円

■点鐘

■四つのテスト唱和

■ロータリーソング「それでこそロータリー」

■来訪者のご紹介並びに会長挨拶

■幹事報告

■委員会報告

■ニコニコ披露

■会員卓話　山田恭裕会員

■点鐘
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2016-17年度　会長運営方針 「四つのテストの言行一致」

長崎西ロータリークラブ
会長　北口功幸　幹事　川口輝彦

創立：昭和59年 10 月 2日 1984/OCT2

例会：【 火 】午後１２時３０分

ホテルニュー長崎 095-826-8000

事務局：長崎市籠町 4-28 新観光開発ビル

Tel:095-828-1091 Fax:095-824-5520

URL:http://www.nwrc2740.jp/

e-mail:nwrc2740@ngs2.cncm.ne.jp

　　　　　市内ロータリークラブ例会曜日・例会場

月　長崎北　　ホテルニュー長崎　　長崎中央 ザ・ホテル長崎BW
　　　　　　　 　　　　　　プレミアコレクション
火　長崎みなと　サンプリエール 長崎西　　ホテルニュー長崎
水　長崎南　 ＡＮＡクラウンプラザホテル　　長崎北東 長崎新聞社　アストピア
　　　　　　　　　　 長崎グラバーヒル　
木　長崎　　 ホテルニュー長崎　　長崎琴海 パサージュ琴海
金　長崎東　 サンプリエール　　　長崎出島 ホテルニュー長崎

発　刊　長崎西ロータリークラブ　発刊日 毎週火曜日（翌例会日）
構　成 クラブ奉仕　クラブ会報委員会　委員長　野崎地平　
編　集 事務局　中田久美子

◆ガバナー事務所　長崎市大橋町 6 - 6  小林ﾋ ﾞ ﾙ 2 F
T e l：0 9 5 - 8 9 4 - 1 5 8 1　F a x：0 9 5 - 8 9 4 - 1 5 8 5

◆ 2 0 1 6 - 1 7 年度　RI 第 2 7 4 0 地区ガバナー　﨑永　剛

皆さん、こんばんは。本日は

長崎みなとRC と長崎西RC
の合同例会です。4年前の長

崎みなとRC は吉川会長、長

崎西RCは日髙会長の時に始

められ、今回で 4 回目です。

今後も、友好を深めて続けて

行ければと考えています。

　さて、一昨日のインターシティ・ミーティングは

有難うございました。次年度は偶然にも、長崎みなと

RC さん主催です。(大変です。私は二度とやりたくあ

りません。頑張って下さい)翌日、私共の御礼状より

早く、衣笠さんからの御礼がメールで届きましたので、

ご紹介いたします。「昨日は大変に御世話になりまして、

有難うございました。お陰様で無事に終える事ができ

安心しております。皆様には大きな大会の準備、実行、

大変なご苦労があったと思いますが、お疲れの出ませ

んようお気をつけください。多くの皆さんの楽しそう

な笑顔が印象的な大会だったと思います。取り急ぎ御

礼申し上げます。」また、某事務局の昨日の週報メッ

セージより、本人の了承はとっておりませんが、全て

が凝縮されている気がしますので、ご紹介します。

「昨日、当クラブがホストだったＩＭが、無事終了し

ました。約 10 年に 1 度の輪番で担当するＩＭですが、

先週の例会でのリハーサルを終え、多少の心配が残る中、

某クラブの会員の方から 1 本の電話がありました。

話の途中「心配しなくても、ＩＭは楽しめばいいんで

すよ」と言う言葉にそういう考え方もあるのかと、気持

ちが少し軽くなるのが分かりました。それでも、ＩＭ

前日の、休日返上での綿密な打ち合わせ。司会や懇親

会のシナリオの準備が整い、あとはスムーズに進行す

ることを祈るのみ。終わってみれば西クラブの底力は

素晴らしく、「西クラブらしいＩＭ」と褒められ、懇

親会まで出席した方々も、例年より遥かに多かったと

のことでした。万歳。」個人的には、「楽しむ」など皆

無の出来事でした。ありがとうございました。

会長挨拶　北口功幸
皆さんこんばんは。本日は長

崎西RC様と長崎みなとRCとの合
同例会を開催していただき有難
うございます。また、一昨日のIM

は大変お疲れ様でした。次年度
はみなとRCが担当ですので大変
参考になりました。またご指導

宜しくお願い致します。
さて、本日2月14日はバレン

タインデーですが、ふんどしの日でもあるそうです。昔の読

み方で「２＝ふぅん」「１４＝どおしぃ」の語呂合わせで、日
本ふんどし協会が2011年に制定したそうです。日本ふんどし
協会はバレンテインデーにふんどしをプレゼントしようとい

うキャンペーンを展開しているそうですが、残念ながら私は
まだ頂いたことがありません。皆さんはいかがでしょうか。
今日はロータリー活動とは関係ない話ですが、最近気になる

ことがあります。天皇陛下の生前退位と皇位継承問題です。
でも、私には難しすぎますので、この件は専門家にお任せし
て、日本に天皇という地名がありましたので、その地名につ

いてお話しさせていただきます。「天皇」という地名香川県
の坂出市には天皇という地名が残っています。四国にあるこ
の地は、歴代の都から遠く離れた地ですので、もちろん、都

が移されたことがないのは誰もが知っていることです。その
地に、天皇という名前が残されたのには、いったいどんな歴
史があったのでしょうか。この地の由来は、平安の末期まで

さかのぼります。このとき、都では院と天皇が源平を巻き込
んで、皇位継承問題を引き起こしていました。1156（保元一）
年に保元の乱が引き起こされたのです。崇徳上皇と後白河天

皇が争ったものの、半日で上皇側が敗れてしまい、讃岐に配
流されたことで乱はおさまりました。つまり、天皇の地名に
なったのは、流された上皇がこの地にやってきたことにちな

んだものだそうです。当時の民衆にとって、よほど大きな出
来事だったのでしょう。お供の者と休息をとった場所を御供
所、馬を止めた所を駒止、一時住んだ場所を新宮、別宮とし

て地名に留めているのです。上皇はこの地で亡くなったもの
の、700年後、明治天皇がその御霊を京都にもどしたといわ
れています。この地には上皇が確かにここにいたという、地

名だけが残されたのです。本日は以上です。例会終了後は楽
しい懇親会にしたいと思います。

会長挨拶　長崎みなとＲＣ　井口昭彦会長


